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親支援をしたい
　私の所属する“NPO法人ポポーのひろば”は、小学校入
学前のお子さまとおうちの方が一緒に過ごし遊ぶ交流ひ
ろば、多様な子育て支援や保育施設などの情報を紹介し、
必要な支援につなぐ子育て総合窓口の利用者支援、最長
３時間までの乳幼児一時預かり、ファミリー・サポー
ト・センターなどの事業を運営する子育て支援センター
です。私は主にホームページを通しての情報発信とイベ
ント時の集団臨時託児室を担当しています。
　ポポーのひろばに勤務する前は、自分が子育てをする
中で、悩みも多く、誰かに助けてほしいと辛かった経験
から、「親支援をしたい」といろいろな活動をしてきま
した。お母さんのための「こんなとこあったらいいな」
というおしゃべりサークル、子育ち情報誌の編集員、講
座やイベント時の集団託児サービスグループなどです。
また、自宅では、ピアノ教室も主宰していますが、定期
的に生徒さんの保護者を対象としたおしゃべり会を開き、
ピアノに関係なく、悩みや不安を話したり、情報交換の
機会を作っています。　

私がやりたかったことがここにある
　ポポーのひろばでは、山形で最初にBP1プログラムを
先輩ファシリテーターが開催しました。年に３回開かれ、
（現在は４回）私はBP1を受講したお母さん方が、いつ
も楽しそうに、笑顔でBP会場を行き来する姿を見てい
ました。BP1終了後も、ひろばに遊びに来た時には、子
育てを楽しんでいるようでした。そんな様子を見て、
「BP1ってすごいな」と私の中でBP1プログラムへの関
心が膨らんでいきました。
　そんな時、山形でBP1ファシリテーター養成講座が開
かれる事になり、迷わず、受けたい！と申し込みました。
BP1プログラムを身近に見てきたこともありますが、あ
るお母さんの忘れられない言葉があったからです。子育
て講座の申し込みの電話での、お母さんの言葉でした。
「上の子の子育てに失敗したんです。だから、下の子の
子育ては失敗したくないんです。子育てを成功する方法
が知りたい」と言われました。上のお子さんは６歳。ま
だ小さいのに失敗だなんて…と大きなショックでした。
と同時に、自分の事も振り返ると、お母さんの気持ちも
少しわかるのです。「そんな考えにさせてはいけない」
と思いながらも、当時の自分には、お母さんに寄り添っ
てかける言葉もわからず、力になる事もできなかったの
です。今でも、あの親子はどうなっただろうと思う時が
あります。そんな悔しい経験もあり、BP1プログラムは、
私の求めていた親支援なのかもしれないと受講しました。

そして、養成講座を受け、「私がやりたいと探していた
ことがここにある！」と確信しました。あの時の悔しい
思いを忘れず、一人でも多くのお母さんにBP1プログラ
ムを受けてもらえるよう、私自身のファシリテーターと
しての努力を重ねながら、お母さん方との出会いを大切
に、同職場のファシリテーター３人で頑張っています。

ハードで必死な養成講座
　ポポーのひろばには、BP1プログラムに参加したお母
さん方が時々遊びに来られます。そして、BP1プログラ
ムの良さを話して下さいます。「私も参加したかった」
「二人目はダメですか」「上の子の時参加したけど、下
の子の時も参加したかった。友達がほしい」と聞かれた
りしますが、「すみません。第１子の方だけなんです」
と対象外の方には頭を下げるしかありませんでした。そ
んな中、新しいBP2プログラムの発表を聞き、２人目以
上のお母さんにも参加してもらえる！と、私は心の中で
ガッツポーズ。期待に胸を膨らませながら、同職場代表
と２人、東京第１期のBP2ファシリテーター養成講座に
参加しました。講座では、刺激、刺激、吸収、吸収、の
二日間でした。受講者の皆さんは、新しいプログラムを
理解するために、積極的に考え、疑問を持ち、意見を出
し合ったり、実践シュミレーションでは、分かりやすく
伝えるための工夫をしたりと、熱気にあふれていました。
また、養成講座には、全国のBP1ファシリテーターの方
が集まっていたので、講座終了後は夕食を共にしながら、
BP1プログラム開催の状況や問題、悩みなどの情報交換
に、時間が足りないくらい話しました。この交流は私に
とって大きな支えになり、同時にみんな同じなんだと、
BP1プログラムに参加したお母さん方の気持ちがわかっ
たような気持ちでした。ハードで必死な二日間でしたが、
山形へ帰る新幹線の中では、二人でBP2プログラムを開
催しよう！とあれこれ話し合い、同時に自分がセッショ
ンをする姿も想像してワクワクしていました。

勝手な思い込みをしながら説明したが…
　BP2を開催するにあたっては、開催会場の確保も一時
保育も所属先のポポーのひろばでできる事もあり、難し
くはありませんでした。年に三回の開催を計画し、
2019年６月、先に代表がBP2を開催し、７名の参加が
ありました。そして10月、私が担当する1回目のBP2を
開催しました。６名の参加者が集まりました。私は、セ
ッションの流れや注意点をノートに書き、繰り返しイメ
ージトレーニングをして、準備には十分の時間をかけま
した。セッションでは、各回の目的を意識して進める事
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も忘れないようにしました。それでも、実際始まってみ
ると必死でした。
　参加者の中には、ダウン症の赤ちゃんを持つお母さん
がいらっしゃいました。私は、成長の仕方も違うし大丈
夫かな…と勝手な思い込みをしながら、参加される上で
配慮も必要と思い、事前にセッションの内容を簡単に説
明したり、心配なことがないかを聞きました。お母さん
は、「他の子と悩みも違うかもしれないけど、この子を
みんなに見てもらって、こういう子もいるんだと知って
もらいたい」といわれました。講座が始まると、参加者
の皆さんも回を重ねるうちに、「今日はご機嫌ね」「ミ
ルクも上手に飲むね」と一緒に成長を喜んでいました。
親子ふれあいタイム抱っこ大会では、他のお母さんに抱
っこしてもらいたいと希望されていたので「抱き方をペ
アのお母さんに教えてくださいね」とお願いしました。
参加者の中に保育士さんがいらっしゃいましたので、そ
の方とペアになってもらいました。他のお母さんに我が
子を抱っこしてもらい、「抱っこしてもらって良かった
ね」と、とても嬉しそうでした。最後の一言では「今ま
で下の子に手もかかるので、下の子に合わせた生活で、
幼稚園も下の子が入れるところと考えていたが、上の子
は上の子で考えてあげなければいけないんだと気づきま
した」と、お母さん自身も考えが変化していました。私
は、自分の勝手な思い込みはいけないんだと反省しまし
た。

予想以上に大きい母親の精神的負担
　2020年２月、２回目の開催。コロナウイルス感染症
は、隣の国で起きている怖いウイルスという認識の中で
開催しました。次第に、クルーズ船での集団感染、東京
での感染拡大と目に見えない恐怖を感じるようになり、
それでも、幸い山形県内で感染者が確認されない事から、
４回目まで開催できました。しかし、緊急事態宣言とな
り、開催会場も閉館。所属するひろばも閉館。BP2も中
断となりました。１か月後、県内の感染者がゼロという
こともあり、村山市から５回目開催の許可を頂き、開催
が決定しました。参加者の皆さんに連絡をすると、「楽
しみにしています。皆に会いたかった。たくさん話した
い」と言ってくださり、全員参加で当日を迎えました。
当日はマスクの着用や検温、消毒の徹底、参加者と赤ち
ゃんの位置、ふれあいタイムの変更など、KKIからコロ
ナ対策のご指導を頂きながら、いつもよりさらに安心・
安全に注意をしながら努めました。交流タイムは、自粛
期間中の過ごし方が主な話題で、家の中で過ごす工夫や
悩みを話していました。久しぶりに家の人以外の人と話
した方がほとんどで、とても賑やかで笑顔に溢れた最終
回でした。開催してよかったと思うと同時に、やっぱり
BP2プログラムはすばらしい！と実感しました。
　2020年７月、３回目の開催。コロナ禍の中での開催
となりました。ポポーのひろばも人数制限や利用条件あ
りで開館し、私達もwithコロナという形での新しい生活
様式の中で、少しずつ日常が戻ってきているのを感じて

いました。しかし、「集まる」ことにリスクがある中で
参加してくれるだろうか、という不安はありました。で
も、コロナ禍の中、外に出る機会も少なく、子どもと母
親だけで過ごす長い時間はストレスが溜まり、穏やかに
過ごすことも難しい時もあります。母親同士の出会いの
機会もない現状を考えると、負の悪循環も考えられます。
私は、今だからこそBP2プログラムが必要だ、BP2だか
らこそお母さん方の心を救えると思い、開催しました。
ソーシャルディスタンスも考え、部屋の大きさから10
名定員で募集したところ７名の参加がありました。

　開催にあたっては、同所属
のファシリテーター３名で、
いろいろな事態を想定しなが
ら念入りに準備を進めました。
KKIからのコロナ対策にプラ
スして、参加者が使うものは
全て個々のボックスに入れま
した。その中に、おむつ交換
後の手指の携帯用消毒液も入
れました。
　一時保育についても保育者

と話し合い、対策をしっかりとりながら、ストレスなく
保育の時間を送れるようにしました。会場では、セッシ
ョン中のお母さんと赤ちゃんの位置にもテープを貼って、
意識しながら進めました。ファシリテーターとしても、
話し合いを進める中で、一定の距離を保ちながら十分話
し合うためには、細かいファシリテーションが必要でし
たし、今までとは違う役目もありました。また、マスク
をしての進行では、声の大きさを時々確認したり、顔が
無表情に見えないように気を付けるなどなどの工夫も必
要でした。コロナ感染防止のための安心・安全を常に意
識しての開催は少し大変でしたが、話し合いも活発に意
見が出され、コロナ対策前と変わらず参加者の皆さんは
楽しんでいる様子でした。アンケートでは、「みんな同
じだと思うと気持ちが楽になった」「子どもに対して穏
やかに接する事ができるようになった」「子どもの気持
ちも受け止めてあげようと思った」など書かれていまし
た。ただ、第４回目の「私のストレス」では、コロナ感
染症への恐怖と自粛生活に、思っていた以上に母親の精
神的負担が大きいことに気づかされました。私は、改め
て、BP2プログラムの必要性を再確認し、どんな状況下
でも、BP2プログラムを贈り続けたいと思いました。
　BP2プログラムは、子育てがあたりまえの生活の中で、
自分の人生も大切にすることや、子育てを終えた後の未
来までも考えます。そして、きょうだいが生まれ、家族
が増え、グラグラになったピエロバランスを整えるヒン
トがBP2プログラムの中にはたくさんあります。
　親用テキストは、子育てする中で困った時に支えにな
ってくれます。私は、BP2プログラムに出会えたことに
感謝するとともに、これからも、BP2ファシリテーター
として、たくさんの親子が笑顔でいられるお手伝いをし
ていきたいと思います。
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